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秋
田
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

（
高
橋
弘
隆
会
長
）
は
社

会
貢
献
事
業
の
一
環
と
し

て
、
防
災
活
動
に
積
極
的

で
災
害
時
に
は
炊
き
出
し

の
担
い
手
も
務
め
る
同
県

地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
（
小
玉
喜
久
子
会
長
）

に
炊
飯
器
や
鍋
な
ど
の
炊

き
出
し
用
資
機
材
を
寄
贈

し
た
。
７
月
21
日
、
秋
田

市
の
東
カ
ン
ビ
ル
会
議
室

で
贈
呈
式
を
行
っ
た
。

　
県
地
婦
連
は
県
内
１
１

９
地
区
の
婦
人
団
体
の
連

絡
協
議
会
で
、
会
員
数
は

１
万
１
７
０
０
人
。
Ｌ
Ｐ

ガ
ス
安
全
委
員
会
の
補
助

を
受
け
全
国
各
地
の
婦
人

団
体
が
防
災
学
習
会
を
行

っ
て
い
る
が
、
各
都
道
府

県
で
毎
年
１
～
２
団
体
が

開
催
す
る
と
こ
ろ
秋
田
は

４
～
５
団
体
が
実
施
し
て

い
る
。
防
災
知
識
の
普
及

に
積
極
的
に
努
め
て
い
る

う
え
、
災
害
時
に
は
各
地

の
婦
人
団
体
が
赤
十
字
奉

仕
団
と
し
て
炊
き
出
し
な

ど
を
担
う
役
目
を
負
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
今
回
の
贈

呈
に
至
っ
た
。

　
１
０
０
食
分
の
ご
飯
を

20
分
で
炊
き
上
げ
る
電
池

式
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
炊
飯
器
、

80
～
１
０
０
人
分
の
み
そ

汁
を
作
れ
る
大
型
鍋
と
大

型
こ
ん
ろ
、
そ
れ
ら
を
上

下
２
段
に
置
け
る
架
台
を

２
セ
ッ
ト
贈
っ
た
。

　
21
日
の
贈
呈
式
で
は
高

橋
会
長
が
小
玉
会
長
に
目

録
を
手
渡
し
た
。
高
橋
会

長
が
「
実
際
の
災
害
時
は

も
ち
ろ
ん
、
訓
練
で
も
一

緒
に
な
っ
て
炊
き
出
し
な

ど
の
被
災
者
支
援
を
行
え

る
よ
う
協
力
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
る
と
、
小
玉
会

長
は
「
一
度
に
た
く
さ
ん

の
炊
き
出
し
が
可
能
に
な

り
、
大
変
貴
重
な
も
の
を

い
た
だ
い
た
。
防
災
学
習

会
や
訓
練
に
も
使
い
た

い
。
地
域
団
体
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
れ
ば
」
と
感

謝
の
言
葉
を
返
し
た
。

　
婦
人
団
体
連
絡
協
は
１

セ
ッ
ト
を
大
館
市
、
も
う

１
セ
ッ
ト
は
秋
田
市
に
配

備
す
る
。

炊飯器・鍋・こんろ・架台を２組

秋
田
県
協 

県
地
婦
連
に
機
材
贈
呈

小
玉
会
長
に
大
型
こ
ん

ろ
を
説
明
す
る
船
木
和

昭
専
務
理
事

贈
呈
式
に
臨
む
高
橋
弘
隆
会
長
（
右
）
と
小
玉
喜
久
子
・
秋
田
県
地
婦
連
会
長

　
横
手
市
（
高
橋
大
市
長
）
は
市
立
小
中
学
校
20
校

の
う
ち
９
校
の
教
室
に
冷
房
用
空
調
設
備
と
し
て
Ｇ

Ｈ
Ｐ
を
採
用
し
た
。
停
電
を
伴
う
災
害
時
に
も
冷
暖

房
を
使
用
で
き
る
避
難
所
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
採

用
を
決
め
た
。
そ
の
た
め
９
校
い
ず
れ
に
も
電
源
自

立
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
と
災
害
対
応
バ
ル
ク
を
採
用
し
た
。
３

月
か
ら
工
事
が
始
ま
り
６
月
末
に
完
成
し
た
。

小
中
学
９
校
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ

小
中
学
９
校
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ

横
手
市 
避
難
所
機
能
を
充
実

大
森
小
学
校
は
電
源
自
立
型
20
馬
力
２
台
を
設
置
。
バ
ル
ク
は
他
校
と
同
様
９
８
０
㌔
㌘

　
市
に
は
14
の
小
学
校
と
６

中
学
校
が
あ
る
。
こ
の
う
ち

11
校
に
電
気
エ
ア
コ
ン
を
、

９
校
（
５
小
学
校
、
４
中
学

校
）
に
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
設
置
し

た
。
横
手
市
は
合
併
前
の
８

市
町
村
の
エ
リ
ア
ご
と
に
８

地
域
局
に
分
か
れ
て
い
る
。

横
手
地
域
局
に
２
校
、
そ
の

他
の
地
域
局
に
１
校
ず
つ
Ｇ

Ｈ
Ｐ
設
置
校
を
配
し
た
。

　
地
元
事
業
者
で
つ
く
る
横

手
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
議
会
の
高
橋

純
一
会
長
（
マ
ル
ナ
カ
燃
料

社
長
）
が
、
懇
意
に
し
て
い

る
横
手
市
の
教
育
関
係
の
幹

部
と
の
会
話
の
中
で
「
停
電

し
て
も
自
立
的
に
発
電
し
な

が
ら
稼
働
し
続
け
ら
れ
る
ガ

ス
空
調
が
あ
る
」
と
話
題
に

出
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
。

そ
の
後
２
０
１
８
年
の
「
災

害
級
猛
暑
」
が
あ
り
、
学
校

の
教
室
へ
の
空
調
設
備
導
入

の
動
き
が
重
な
っ
た
。
19
年

に
市
か
ら
「
詳
し
く
話
を
聞

き
た
い
」
と
高
橋
会
長
の
元

に
連
絡
が
あ
り
、
市
役
所
を

全

校
の

約 

半 

数 

自
立
型
と
災
対
バ
ル
ク

訪
問
し
説
明
し
た
。
同
年
秋

に
は
学
校
を
訪
問
し
な
が
ら

さ
ら
に
具
体
的
な
説
明
を
行

っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
経
て
市
は
学
校

空
調
に
電
気
エ
ア
コ
ン
と
Ｇ

Ｈ
Ｐ
を
併
用
し
、
地
域
の
拠

点
避
難
所
と
な
る
学
校
に
電

源
自
立
型
Ｇ
Ｈ
Ｐ
を
設
置
す

る
こ
と
を
決
め
た
。
市
議
会

議
事
録
に
よ
る
と
当
初
は
中

高
橋
純
一
・
横
手
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
協
議
会
会
長

　
４
月
１
日
付
で
初
代
供

給
保
安
セ
ン
タ
ー
長
に
就

い
た
。
保
安
部
と
供
給
管

理
部
を
統
合
し
て
新
設
し

た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
事
故

ゼ
ロ
を
テ
ー
マ
に
、
あ
ら

ゆ
る
事
態
に
迅
速
に
対
応

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。「
か
か
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
半
端
な
い
が
、

使
命
で
あ
る
事
故
の
未
然

防
止
に
向
け
全
力
を
傾
け

る
」
と
言
い
切
る
。

　
入
社
33
年
目
の
ベ
テ
ラ

ン
で
、
異
動
前
は
設
備
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
務
め
た
。
北
ガ

ス
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ス
の
保
安

の
顔
と
し
て
知
ら
れ
今

春
、
審
議
役
に
就
い
た
岩

田
徹
氏
が
育
て
た
一
人

だ
。「
先
輩
た
ち
か
ら
受

け
継
い
だ
技
術
を
継
承
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」。
部
門
ト
ッ
プ
に
就

き
、
人
材
育
成
と
い
う
職

務
も
明
確
と
な
っ
た
。

　
た
だ
社
内
は
新
人
を
含

め
経
験
の
浅
い
若
年
層
と

ベ
テ
ラ
ン
勢
と
い
う
両
極

端
の
人
員
構
成
で
、
30
～

40
代
の
中
間
層
が
極
め
て

少
な
い
。
２
０
０
８
年
に

起
き
た
リ
ー
マ
ン
危
機
で

就
職
氷
河
期
が
長
引
い
て

生
じ
た
中
間
層
の
不
在
は

業
界
全
体
が
抱
え
る
課
題

の
一
つ
だ
。「
世
代
間
ギ

ャ
ッ
プ
を
超
え
、
蓄
積
し

て
き
た
も
の
を
ど
う
伝
え

落
と
し
込
ん
で
い
く
か
」。

い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
人
材

育
成
に
焦
点
を
当
て
、
次

代
に
引
き
継
ぐ
方
策
を
真

剣
に
考
え
て
い
る
。

　
北
海
道
の
保
安
現
場
で

は
雪
害
事
故
の
防
止
が
避

け
ら
れ
な
い
。
夏
の
間
の

落
雪
に
よ
る
危
険
個
所
の

予
測
、
対
策
、
顧
客
へ
の

周
知
も
不
可
欠
だ
。「
引

き
続
き
雪
に
よ
る
冬
型
の

事
故
を
注
視
す
る
」
と
強

調
す
る
。
一
方
で
万
一
の

際
は
、
季
節
を
問
わ
ず
１

秒
で
も
早
く
現
場
に
向
か

う
こ
と
を
今
ま
で
以
上
に

徹
底
す
る
。「
ガ
ス
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
以
前
に

危
険
物
だ
と
い
う
認
知
度

を
上
げ
る
必
要
も
あ
る
だ

ろ
う
」
と
提
言
す
る
。

　
高
校
生
時
代
に
は
、
全

く
経
験
が
な
い
の
に
相
撲

部
屋
か
ら
ス
カ
ウ
ト
が
来

た
。
某
親
方
自
ら
が
会
い

に
来
た
当
時
の
身
長
は
１

８
０
㌢
㍍
超
、
体
重
85
㌔

㌘
超
。
大
相
撲
に
進
む
道

を
選
ん
で
い
た
ら
、
今
ご

ろ
弟
子
を
鍛
え
て
い
た
か

も
し
れ
な
い
。

岡
田
憲
明
・
北
ガ
ス
ジ
ェ
ネ
ッ
ク
ス
供
給
保
安
セ
ン
タ
ー
長（
札
幌
市
）

人
材
育
み
業
務
最
適
化

　
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
（
本

社
・
東
京
、
岡
田
賢
二
社

長
）
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
電
子
的
方
法
で
株
主

総
会
の
議
決
権
を
行
使
し

た
株
主
１
人
に
つ
き
１
０

０
円
、
計
34
万
７
８
０
０

円
を
長
沼
町
の
「
タ
ン
チ

ョ
ウ
ヅ
ル
も
住
め
る
ま
ち

づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
寄
付
し
た
。
議
決
権
を

電
子
行
使
し
た
株
主
は
３

４
７
８
人
だ
っ
た
。

　
同
社
は
株
主
の
議
決
権

行
使
の
方
法
と
し
て
書
面

郵
送
、
ネ
ッ
ト
な
ど
電
子

的
方
法
、
総
会
会
場
へ
の

来
場
の
三
つ
の
方
法
を
用

意
。
コ
ロ
ナ
下
の
今
年
は

株
主
へ
の
電
子
決
済
の
要

請
が
奏
功
し
経
費
削
減
に

つ
な
が
っ
た
こ
と
か
ら
、

関
連
費
用
の
一
部
を
長
沼

町
が
進
め
る
環
境
整
備
に

役
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

　
７
月
12
日
に
中
嶋
康
之

北
海
道
支
店
長
が
長
沼
町

役
場
を
訪
れ
、
齋
藤
良
彦

町
長
に
寄
付
金
目
録
を
手

渡
し
た
。
同
町
は
開
拓
や

乱
獲
の
影
響
で
生
息
数
が

減
少
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
ヅ

ル
の
保
護
を
通
じ
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
昨
年
は

治
水
対
策
で
造
成
し
た
舞

鶴
遊
水
地
で
、
同
町
と
し

て
は
１
０
０
年
ぶ
り
に
、

ひ
な
が
誕
生
し
て
い
る
。

伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
は
引
き

続
き
、
次
世
代
を
育
む
環

境
づ
く
り
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
グ
ル
ー
プ
方
針
か

ら
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
を
目
指
す
同
町
へ
の
支

援
を
決
め
て
お
り
、
来
年

以
降
も
寄
付
を
実
施
す
る

方
針
だ
。

エネクス 長沼町に34万円超寄付

タ
ン
チ
ョ
ウ
生
息
後
押
し

齋藤良彦町長（左）に寄付
金目録を贈呈する中嶋康之
北海道支店長

　
池
見
石
油
店
（
本
社
・
函

館
市
、
石
塚
大
社
長
）
が
展

開
す
る
新
電
力
「
ど
さ
ん
こ

パ
ワ
ー
」
（
同
・
札
幌
市
）

が
契
約
者
向
け
還
元
企
画

「
大
抽
選
会
！
秋
の
味
覚
狩

り
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
高
圧
、
低
圧
の
契
約
者
と

９
月
25
日
ま
で
の
新
規
契
約

者
が
対
象
。
専
用
の
応
募
は

が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
送
れ
ば
抽
選
で
特
賞
の
羅

新
電
力
顧
客
に
還
元
企
画

抽
選
で
道
産
食
材

池見石油店

臼
産
の
ブ
ラ
ン
ド
鮭
「
羅

皇
」、
Ａ
賞
の
Ｊ
Ａ
る
も
い

の
道
産
米
「
な
な
つ
ぼ
し
」

な
ど
計
80
人
に
北
海
道
の
新

鮮
な
食
材
が
当
た
る
。
締
め

切
り
は
９
月
25
日
。
10
月
１

日
に
抽
選
会
を
行
い
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
上
で
結
果
を
発

表
す
る
。

　
ど
さ
ん
こ
パ
ワ
ー
は
２
０

１
８
年
１
月
に
販
売
開
始
。

当
初
は
道
南
を
主
戦
場
と
し

て
い
た
が
、「
電
気
で
元
気

に
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
道
内
一
円
へ
エ
リ
ア
を
拡

大
。
現
在
は
東
北
、
関
東
、

九
州
に
支
店
を
開
設
し
全
国

規
模
で
販
売
し
て
い
る
。

安
全
確
保
へ
余
念
な
く

安
全
確
保
へ
余
念
な
く

エ
ネ
サ
ン
ス

北
　
海
　
道 

ウ
ェ
ブ
で「
大
学
」展
開

　
エ
ネ
サ
ン
ス
北
海
道
（
本
社
・
札
幌
市
、
柵
山
臣

社
長
）
は
今
年
度
、
エ
ネ
サ
ン
ス
大
学
を
初
め
て
ウ

ェ
ブ
上
で
実
施
し
た
。
事
前
に
録
画
し
た
柵
山
社
長

の
開
講
あ
い
さ
つ
や
特
別
講
演
を
７
月
14
日
か
ら
10

日
間
限
定
で
特
約
店
向
け
に
配
信
し
た
。

７月14日に実施した函館支店での視聴会。直接配
信に加え会場受講も行った

　
柵
山
社
長
は
コ
ロ
ナ
禍
の

現
状
に
つ
い
て
「
変
異
株
の

出
現
か
ら
、
終
わ
り
の
見
え

な
い
状
況
と
言
え
る
」
と

し
、
収
束
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
だ
ろ
う
と
述
べ
た
。
た

だ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
着
々
と

進
ん
で
お
り
、
コ
ロ
ナ
後
に

向
け
て
好
ス
タ
ー
ト
を
切
る

た
め
の
準
備
は
必
須
と
強
調

し
た
。
脱
炭
素
社
会
の
本
格

的
な
到
来
に
も
言
及
し
、
高

効
率
機
器
の
普
及
を
進
め
る

な
ど
し
て
少
し
で
も
Ｃ
Ｏ


の
発
生
を
抑
制
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

　「
立
ち
入
り
検
査
の
動
向

と
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
た
前
田
恒
通
保
安
工
務
部

長
は
、
５
月
に
北
海
道
が
示

し
た
「
20
年
が
経
過
し
た
バ

ル
ク
貯
槽
の
計
画
的
な
更

新
」
な
ど
六
つ
の
指
導
方
針

を
説
明
。
特
に
「
業
務
用
先

の
事
故
防
止
対
策
」
「
容
器

盗
難
防
止
対
策
」
に
焦
点
を

当
て
て
解
説
し
た
。

　
業
務
先
用
の
事
故
防
止
は

昨
年
、
福
島
県
の
飲
食
店
で

発
生
し
た
爆
発
事
故
を
例
に

「
警
報
器
と
メ
ー
タ
ー
の
連

動
」、
白
ガ
ス
管
の
腐
食
が

原
因
と
推
定
さ
れ
る
た
め

「
腐
食
環
境
場
所
で
の
被
覆

鋼
管
施
工
」
「
定
期
点
検
時

の
確
認
」
の
３
点
に
つ
い
て

立
ち
入
り
検
査
時
に
確
認
が

入
る
傾
向
が
強
く
な
る
の
で

は
と
指
摘
し
た
。

　
昨
年
か
ら
事
故
扱
い
と
な

っ
た
「
容
器
盗
難
」
の
防
止

に
向
け
、
容
器
管
理
の
徹
底

を
求
め
た
。
空
き
家
は
も
と

よ
り
長
期
間
閉
栓
し
た
設
置

先
も
回
収
す
る
な
ど
の
対
策

を
提
示
し
、
エ
ネ
サ
ン
ス
北

海
道
は
設
置
先
が
空
き
家
に

な
っ
た
時
点
で
即
容
器
を
回

収
し
て
い
る
と
紹
介
し
た
。

　
元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
球
団
社
長
の
藤
井

純
一
氏
が
「
『
強
い
組
織
を

つ
く
る
』
地
域
密
着
の
成
功

プ
ロ
セ
ス
」
と
題
し
て
特
別

講
演
し
、
チ
ー
ム
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
地
域
密

着
活
動
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
持
論
を
展
開
し
た
。

　
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

新
た
な
試
み
と
し
て
ウ
ェ
ブ

開
催
と
な
っ
た
が
、
視
聴
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
「
好

き
な
時
間
に
視
聴
で
き
る
」

「
大
事
な
部
分
を
繰
り
返
し

見
ら
れ
る
」
な
ど
好
意
的
な

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

心
部
と
南
部
、
西
部
の
３
校

に
設
置
す
る
計
画
だ
っ
た
よ

う
だ
。
そ
の
後
、
市
議
の
要

望
も
あ
っ
て
最
終
的
に
は
９

校
に
な
っ
た
。

　
高
橋
市
長
は
昨
年
９
月
の

市
議
会
定
例
会
の
所
信
説
明

の
中
で
、
災
害
時
に
学
校
の

普
通
教
室
を
避
難
場
所
と
し

て
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て

「
感
染
症
対
策
や
、
高
齢
者

・
障
が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど

へ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に

配
慮
し
た
区
分
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま

た
同
市
長
は
、
昨
年
10
月
に

秋
田
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
が
横

手
市
の
山
二
横
手
充
填
所
で

行
っ
た
中
核
充
填
所
の
稼
働

訓
練
を
参
観
し
て
い
る
。

　
Ｇ
Ｈ
Ｐ
設
置
対
象
の
学
校

に
は
40
～
１
０
４
馬
力
を
設

備
し
た
。
室
外
機
は
２
～
６

台
だ
が
、
そ
の
う
ち
２
台
は

電
源
自
立
型
。
９
校
す
べ
て

に
９
８
０
㌔
㌘
災
害
対
応
バ

ル
ク
貯
槽
を
設
置
し
た
。

　
各
校
に
は
石
油
暖
房
機
が

付
い
て
お
り
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
は
冷

房
用
に
使
う
。
昨
年
９
月
の

議
会
定
例
会
で
市
議
の
「
Ｇ

Ｈ
Ｐ
を
暖
房
で
使
わ
な
い
の

は
な
ぜ
か
」
と
の
質
問
に
対

し
、
市
は
「
灯
油
と
ガ
ス
を

比
較
し
て
灯
油
が
安
価
だ
と

仮
定
し
て
い
る
た
め
で
、
燃

料
単
価
が
変
更
し
Ｇ
Ｈ
Ｐ
が

有
利
だ
と
判
断
さ
れ
れ
ば
暖

房
と
し
て
も
大
い
に
活
用
し

た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給
事
業
者
に

つ
い
て
は
、
災
害
時
の
保
安

や
供
給
を
考
慮
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
学
校
の
近
く
の
事
業
者

に
す
る
よ
う
横
手
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

協
議
会
が
市
に
要
望
。
学
校

近
在
の
事
業
者
が
参
加
す
る

入
札
で
決
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東 

液 

協

保
安
強
化
へ
活
動
継
続

今
期
計
画
を
書
面
決
議

　
東
北
液
化
石
油
ガ
ス
保
安

協
議
会
（
鷲
足
直
樹
会
長
）

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

今
年
度
の
通
常
総
会
の
開
催

を
見
送
り
、
書
面
を
通
じ
て

今
年
度
事
業
な
ど
を
審
議
し

た
。

　
審
議
項
目
は
昨
年
度
の
事

業
報
告
と
収
支
決
算
承
認
の

件
、
今
年
度
の
事
業
計
画
と

収
支
予
算
承
認
の
件
の
２
議

案
。
昨
年
度
事
業
報
告
で
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
中
止
に

し
た
り
書
面
開
催
に
替
え
た

事
業
が
多
か
っ
た
も
の
の
、

業
務
主
任
者
等
保
安
研
修
会

は
仙
台
と
盛
岡
で
実
施
で
き

た
こ
と
を
伝
え
た
。
今
年
度

は
同
研
修
会
や
、
七
協
議
会

と
連
動
し
た
活
動
、
会
報
誌

の
発
行
な
ど
を
実
施
す
る
こ

と
を
決
め
た
。

　
２
議
案
と
も
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
。
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